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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、チロシンキナーゼ活性を持つマクロファージ刺激タンパク質（MSP）の細胞表面受容体をコードしています。このタンパク質の成熟型は、ジスルフィド結合したαサブユニットとβサブユニットのヘテロ二量体であり、一本鎖前駆体のタンパク質分解による切断によって生成されます。βサブユニットはMSPの刺激によりチロシンリン酸化を受けます。このタンパク質は肺の粘液繊毛輸送体の繊毛上皮に発現し、MSPとともに宿主防御に関与していると考えられています。選択的スプライシングによって、同様のタンパク質分解処理を受ける可能性のある異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2016年1月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能：マクロファージ刺激タンパク質（MSP）の受容体。チロシンタンパク質キナーゼ活性を有する。,PTM：リガンド結合に応じてリン酸化される。,PTM：タンパク質分解により2つのサブユニットが生成される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSemaドメインを含む。,類似性：3つのIPT/TIGドメインを含む。,サブユニット：ジスルフィド結合したα鎖とβ鎖からなるヘテロ二量体。PLXNB1に結合し、HYAL2と関連し、負に制御される。,組織特異性：ケラチノサイトおよび肺。,
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	CD136/RON（リン酸化Ser1394）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	TNF-α 20 ng/ml 2‘で処理したHeLa細胞ライセートのCD136/RON（リン酸化Ser1394）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	3T3細胞のウェスタンブロット解析（Phospho-Ron（S1394）ポリクローナル抗体を1：500に希釈したもの）

